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愛知県東海市
●●● ●●●●●●●

緑陽小学校子ども教室 緑陽小学校

●対象　緑陽小学校１～６年生 　　●活動日　概ね平日１日と土曜日
●�活動時間　平日は小学校の授業終了後から最終下校時間まで。土曜日は午前９時 30分から 12時までの間で教室開
催に必要な時間。
●�活動概要と経緯　安心、安全な子供の居場所作りとして地域子ども教室として開設された。平成 19年度より放課後
子ども教室として、放課後や週末等に、子供たちが安全で安心して過ごせるよう、小学校の特別教室等を活用し、地
域の方々の参画を得て、子供たちにスポーツや文化活動の機会を提供している。参加希望者の募集は、毎月学校を通
して配布する募集チラシにより行っている。体験教室の内容によっては、人数制限を設けたり、材料費（実費）を徴
収する。

● 活動の特徴・工夫� ●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

【特徴的な活動内容】
・地域のボランティア講師による、複数回開催するプログラムが多い。
	 平成 27年度例：　銭太鼓教室（3回）、囲碁将棋教室（14回）、卓球教室（16回）
・ビュンビュンごま、からくりカード、折り紙手品、光の万華鏡作りなど、コーディネーター自身の知識や経験等を活かしたプログ
ラムも行っている。
・土曜日には、２～３種類の体験教室を開催し、子供たちに様々な体験の場を提供している。

【実施に当たっての工夫】
・教室開催時には、子供たちの安全面や支援を考慮し、１教室にボランティア講師以外の指導員を１名以上配置している。
・	コーディネーターや指導員は学校との連携・協働に努め、随時連絡や情報交換を行うことで、教室開催日や場所等の調整を行っている。
・子供たちが多様な体験をできるように、コーディネーターが様々なボランティア講師と連絡をとり、多様な体験プログラムを提供
している。
・コーディネーターや指導員は随時、児童クラブと連携・協働して情報交換するとともに、児童クラブ登録児童の子ども教室への参
加を呼びかけている。

● 事業を実施しての効果・成果� ●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

・子供教室は、子供たちに安全で安心な居場所を提供するとともに、家庭や学校ではなかなかできない多様な体験の場を提供している。
・ボランティア講師の特技や趣味を生かした教室がたくさんあり、講師自身も教室を楽しんでおり、生きがいとなっている。
・「工作等の活動に集中して取り組んでいるときの子供たちの真剣な眼差しが良い。」とのボランティア講師の声や、「子供が体験して
きたことを嬉しそうに話してくれるので、子供教室に参加させて良かった。」との保護者の喜びの声がある。
・地域の方が指導員やボランティア講師として関わりをもつことで、子供が地域に目を向けるようになった。
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地域コーディネーター数 ボランティア登録数 学習支援
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【特徴的な活動内容】
・地域のボランティア講師による、複数回開催するプログラムが多い。
　平成２７年度例：　銭太鼓教室（３回）、囲碁将棋教室(１４回）、卓球教室（１６回）
・ビュンビュンごま、からくりカード、折り紙手品、光の万華鏡作りなど、コーディネーター自身の知識や経験等を活かしたプ
ログラムも行っている。
・土曜日には、２～３種類の体験教室を開催し、子どもたちに様々な体験の場を提供している。
【実施に当たっての工夫】
・教室開催時には、子どもたちの安全面や支援を考慮し、１教室にボランティア講師以外の指導員を１名以上配置してい
る。
・コーディネーターや指導員は学校との連携に努め、随時連絡や情報交換を行うことで、教室開催日や場所等の調整を
行っている。
・子どもたちが多様な体験をできるように、コーディネーターが様々なボランティア講師と連絡をとり、多様な体験プログラム
を提供している。
・コーディネーターや指導員は随時、児童クラブと連携して情報交換するとともに、児童クラブ登録児童の子ども教室への
参加を呼びかけている。

・子ども教室は、子どもたちに安全で安心な居場所を提供するとともに、家庭や学校ではなかなかできない多様な体験の場
を提供している。
・ボランティア講師の特技や趣味を生かした教室がたくさんあり、講師自身も教室を楽しんでおり、生きがいとなっている。
・「工作等の活動に集中して取り組んでいるときの子供たちの真剣な眼差しが良い。」とのボランティア講師の声や、「子供
が体験してきたことを嬉しそうに話してくれるので、子ども教室に参加させて良かった。」との保護者の喜びの声がある。
・地域の方が指導員やボランティア講師として関わりをもつことで、子供が地域に目を向けるようになった。
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放課後児童クラブとの連携学習支援実施場所
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Webサイト

●対象　緑陽小学校１～６年生 　　●活動日　概ね平日１日と土曜日
●活動時間　平日は小学校の授業終了後から最終下校時間まで。土曜日は午前９時３０分から１２時までの間で教室開催
に必要な時間。
●活動概要と経緯　安心、安全な子供の居場所作りとして地域子ども教室として開設された。平成１９年度より放課後子ど
も教室として、放課後や週末等に、子供たちが安全で安心して過ごせるよう、小学校の特別教室等を活用し、地域の方々
の参画を得て、子供たちにスポーツや文化活動の機会を提供している。参加希望者の募集は、毎月学校を通して配布する
募集チラシにより行っている。体験教室の内容によっては、人数制限を設けたり、材料費（実費）を徴収する。
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